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学校運営研究会

第総回関東甲信越地区公立学校柵会研究大会東京大会参力職告

平成26年11月13a(木),14画(釣の二日間にわたり東京大会が開催された。1日目の全体会は，パ

イプオルガンのある荘厳な雰囲気のある「すみだトリフォニーホール｣で行われ,基談#篭奏等の開会行事

の後，新日本ブイルノ､､一モニー交響§楽団のｵ､一｡ケストラによるコンサート､輔叔徳大学諺〔授北野大氏に

よる講演「北野大教育論」を聴き，改めて現在の教育について考えた。

2日目は午前9時40分から午後3時50分の日程で，廠田橋家の光会館コンベンションホール」を会

場に第4課題『組織。運営に関する課題」第4A小学校分科会が行われた。

本分科会では,山梨県より宮淫(山梨市立後屋敷小学校)が｢教育特区の取組における組織｡運営について｣，

東京都より赤羽幸子副校長(東京都武蔵野市立井の頭小学樹が「組織運営の活幽上に関わる畠倣長の役割」を

主題として提言したものをもとに，136名が参加し，活発に終日研究協議が行われた。

午前中行われた山梨県の提言では，「小学校英語科教育推進における教頭の役鐸hをサブテーマとして，山梨

市の"､学城語科撒の組織#や事業，また市内制､学校の課題と解決策の実践例，更には，市内全教員に実施

した意識調査から見いだした実情と課題について，調査結果をグラフとしてまとめた働噴料を用いながら提

言報告した。各都県の先生方の小学校英識こ関する意識も高く，会場からの質問も多く出された。第1提言で

は，分科弓封識議の柱を臓青義員会からの課題や教育施策に対応し，どう組織運営を行っている力も②駿育委

員会からの課題や教育施策に対応し，学校教育の中にどのように生かしている力もとし，参加者が14のグル

ープに分力靴,各グループ毎に活発な情報交換と研究協議がされた。提言1のまとめとして，千代田区教育委

員会高橋美香統括指導主事より｢管理職の姿勢で変わること｣,｢課題が見えないと解決につながらないこと｣，

「情報を共有できる組織と場の璽蕊性｣，「変わっていくものは活性化のチャンスであること」等，山梨の実践

を評価した講評と指導助言をいただいた。

午後からは東京都謝歳野市の実践が提言された。鵬&層に応じた人材育成を通して」をサブテ…マとし,東京

都CUTガイドラインを基にして.4段階の職層とした「基礎形成期」「伸長期」「充実期」「主幹教冒絢の現状

と課題分析と実践事例報告があった。第2提言では，分科会協議の柱として，①日々のcm,をどのように仕

掛けている力も②職層に応じた人材育成の課題6とし，午前中同様，参力賭が]4のグループに分力葵'1勿各グ

ルーープ毎に活発な情報交換と教員が意欲をもち活性化する工夫など協議された．提言2のまとめとして，渋谷

区立中幡j殻学校宮田俊明校長より，提言は，今後富校に生かすアイデアをいただいたと考え実践して欲しい

ことを冒頭に述べ,「ミドルリ…ダも--をはじめとする教員の育成の具体的な工夫｣,『スリム化｡効率化について｣，

『時間の有効活用について」など自身の実践例を交えながら多岐にわたり指導をいただいた。

最後に，本研究大会に参加・提言の機会をいただいたことに鯛#し，報告とする。

（談認調I)研究部長宮漂洋-
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